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東京商工会議所の創業支援事業

はじめに

東京の経済の持続的成長には、時代の変化に合わせたビジネスモデ
ルによる創業が活発になることが不可欠です。近年は、開業率の引き
上げに向け、国や地方自治体による支援も充実してきています。

東京商工会議所では、2016年10月に創業支援センターを設置しま
した。高い志を持って創業する起業家を支援するため、窓口での創業
相談を始め、創業の準備状況に応じたセミナーの開催、開業までの手
続きをまとめたガイドブックの配布など、支援メニューの充実に努めて
いきます。
2003年から続いている創業融資の申込を視野に入れた、創業計画
書の作成を目的とする「東商・創業ゼミナール」の卒業生は、3割強の
方が創業を実現しています。本書は、上述の「東商・創業ゼミナール」
の卒業生のなかから、高い志を持ち模範となる10名の起業家を、創業
事例としてご紹介させていただきました。
また、10の事例には、業種や業態もさまざまですが、創業を成功
に導く共通点があります。そのなかから特に重要と思われるポイント
を、「創業ワンポイント」「創業準備の段階で考えるべきこと」としてま
とめております。是非、事例とあわせてご活用ください。

本冊子がこれから創業を志す方の一助となれば幸いです。
最後に、作成にあたり、ご多忙中にも関わらずインタビューにご協力
いただきました起業家の皆様、また取材・執筆にご協力いただきまし
た関係者の方々に厚くお礼申し上げます。

東京商工会議所　創業支援センター
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会社名（屋号）
アットコンシェル
住所
東京都江東区
電話
03－3640－7388
HP
http://www.atcon-j.com
事業内容
技術系外国人の就労サポート、
輸出入ビジネスの翻訳・通訳など
代表者
代表　立木 晶子
創業（設立）
2013年1月
前職
プラント開発企業・外資系研究開発機関勤務
利用した公的創業支援制度
東商・創業ゼミナール、東商・ビジネス交流会、
東京都よろず支援拠点、小規模事業者持続化補助金

英語の語学力と異文化理解の
専門性を活かし先駆的なキャリ
アを積み重ね、2013年1月に
個人事業として創業した。技術
系外国人の就労サポート、輸出
入ビジネスの翻訳・通訳を2本
柱としてサービスを提供してい
る。公的支援策も有効活用し
ながら、約40年のキャリアを
活かした中高年女性のロールモ
デルとして、着実に前進を重ね
ている。

40年のキャリアを活かした
技術系外国人の就労サポート

● 技術系外国人の就労サポートおよび輸出入ビジネスの翻訳・通訳

アットコンシェル

DATA企業データ

❶ 創業までの経緯
『メーカー関連企業で技術系の
 外国人採用業務をワンストップで支援』

貿易会社で輸出担当として経験を積み、
80年代は結婚、育児をしながら派遣会社で
働いた。90年代に入り重化学工業を対象と
した外資系研究開発機関に秘書として転職
を果たす。

経済環境が目まぐるしく変化する中、一
貫して英語の語学力と異文化理解の専門
性を活かし先駆的なキャリアを積み重ねた。

「時流にのって流れの中で自分を探す」生
き方を自然と身につけてきたと立木氏は振
り返った。

人員削減で「秘書が3人から1人に減らさ
れた」という場面でも「どう効率的に進められ
るか」を考え、厳しい局面を乗り越えた経験
を持つ。どのような状況下におかれても、与
えられた場で「工夫してオンリーワンになる」
という経済社会で生き残る術を経験的に身
につけてきたようだ。

2000年代に入り定年を迎える5年前、
メーカー関連企業に転職し人事部で外国人
採用業務を担当、これが創業するための直
接的な経験となった。履歴書上の限られた
情報と電話やメールといった通信手段だけ
を頼りに仕事内容のヒアリングを繰り返し
た。固有の発音のクセや現地の文化の違い
なども把握しながら、一定程度「見極められ
るようになった」と立木氏。日本企業にマッ
チするかどうかの適正を自身の経験も踏ま
えて判断、限られた時間の中で技術系の外
国人労働者をセレクト・スクリーニングして
きた仕事は現在の事業に「活きている」と立
木氏は言う。

さらに、勤務先が小規模企業であったこと
から、「採用から日本に住むまでの手続きも
全て社内で行いました」と立木氏は当時を振
り返る。採用から移住までのプロセスを「ワ
ンストップ」で支援した経験は現在、提供す
るサービス形成の源になったようだ。

❷ 創業当時の様子
『日本文化に注目が集まる
 海外ネットオークションで
 “通訳・翻訳”の支援ニーズ』

親の介護の必要がでてきたことをきっか
けにして、生活のペースを維持しながらでき
る仕事を模索していた。海外ネットオーク
ションを自ら手がける中で、日本の文化と製
品に世界中の人が注目している事を実感し、
さらにそのプロセスで “通訳・翻訳”も行うよ
うになった。支援ニーズがあることに目を
つけたのである。この頃から、自らが事業を
立ち上げることを意識し始めたようである。

ほぼ同時期に半年程度ベンチャー企業で
の仕事にも携わる機会を得た。社長の業務
に関して事務業務全般をフォローしたことは

「良い経験」になったと立木氏。自身の創
業に必要なノウハウの一部を思いがけず身
に付けることができたようだ。

ビジネスプラン作りのノウハウを身に付
けるべく、2012年、第37期東商創業ゼミ
ナールへ参加した。その後、2013年1月
に個人事業として創業、技術系外国人の就
労サポート、輸出入ビジネスの翻訳・通訳と
いう2本柱で事業をスタートした。創業の実
現はできたものの立木氏にとっては、様々な
意味で創業の「サンプルが無かった」ことに
困難さがあったと創業当時を思い返した。
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❸ 現在の事業内容
『よろず支援拠点への相談を
 きっかけにキャリアを活かした
 新規サービスの計画作成』

海外のオークションサイトを通して、商品
の輸出入支援を行う。また特に注力してい
る事業は、採用から滞在中及び帰国まで総
合的に外国人社員をサポートするサービス
である。優秀な外国人スタッフを雇いたい
が、どこから手を付けて良いかわからないと
いった企業に対して、外国人就労支援にも着
手し実務に即したアドバイスを行っている。

創業から2年が経過し、ホームページを
リニューアルして新たな顧客開拓活動をス
タートした際、資金需要が発生した。金融
機関に相談に行ったところ、窓口で厳しい対
応をされ、現実を思い知らされることとなっ
た。危機感を覚えた立木氏は、これを一つ
の転機と捉え、よろず支援拠点への相談を
行ったのである。

担当コーディネーターから“キャリアを活
かした新規サービスを取り入れてみてはど
うか“というアドバイスをもらう。同時に販
路開拓の新たな取り組み場面で活用できる
小規模事業者持続化補助金に応募を勧めら
れた。

補助金申請のための事業計画の作成を
通して「取引先がハッピーになる計画ができ
た」と立木氏。創業してから後、計画作成に
取り組んだことにより、意図せず「気持ちを
整理するきっかけになった」と感じている。
創業後の計画見直しの必要性と支援制度活
用の効果に触れた。

創業した後、創業ゼミナールで知り合った
仲間との繋がりから、大学でのマナー研修

案件の紹介を受けたり、ホームページ、販促
物などのデザイン企画の外注依頼をしたり
とネットワークを有効に活かしている。東京
商工会議所主催のビジネス交流会にも積
極的に参加して、人脈作りに励んでいるよ
うだ。

❹ 将来の目標
『アジアの最後のフロンティアとの
 “架け橋になりたい”』

今後、アジアの発展が日本の発展に繋が
ると立木氏は考えている。中でもフィリピ
ンは「アジアの最後のフロンティア」になるポ
テンシャルがあると立木氏は指摘する。

持続化補助金が採択されたことも後押し
して、2015年6月にはフィリピンの現地視
察を行った。マニラとクラーク経済特区の
日本企業が作った施設などを訪れ「どんな
人材が必要とされているか」というビジネス
チャンスのリサーチを行った。「10年後の
フィリピンがどう変わるか、架け橋になりた
い」と立木氏は力強く語った。

2015年9月には定年後にキャリアを活か

して起業している中高年女性として日経新
聞の取材を受けた。取材記事掲載をきっか
けとしてこれまで取引のなかった介護の事
業者から“話を聞きたい”という問い合わせ
もでてきている模様。「別の業界も見えて
きた」と立木氏。今後の新たな事業展開に
向け、次の新たなステージに目をむけてい
るようだ。

❺ 創業を目指す方へのメッセージ
『大きく一歩踏み込むのでなく
 “小さい後悔を少しずつ”する』

創業時に「やりたいことはこれだ」と考えて
も、創業した後、「やりながら変わっていく」と
立木氏は振り返る。いったん創業したとし
ても事業を取り巻く環境は変わって行くこと
から、「こだわらない」姿勢の大切さを立木氏
に触れた。“輸出と人材”といった異なるサー
ビス内容、“個人と法人”といった属性の違う
顧客層についても、「片方ずつカバーしてい
く」ことが現実的であると立木氏は考えて
いる。

キャリアを活かして行うヒアリングの場面

フィリピン労働雇用省海外雇用庁にて

現地 IT 技術者との懇談シーン

立木氏自身の創業経験を通して「定年後、
退職金を手にしてから手探りで進める」、あ
るいは「突出したスキルはないが、経験を活
かし、いろいろなことができる」といった“身
の丈”にあった創業のスタイルが増えて欲し
いという切な願いが聞かれた。

生活の基盤として「きちんとしたもの」を
もち、事業資金の計画をたてて行うことが重
要だと立木氏は指摘する。大きく一歩踏み
込むのでなく「小さい後悔を少しずつ」する、

「本業プラスアルファ」のような形で始めて
生活していければ、スタートアップ時のリス
クは低くなることを立木氏は訴えた。

約40年のキャリアを活かしながら、着実に
前進を重ねる立木氏。キャリアを活かした
中高年女性のロールモデルとして、今後の
さらなるステップアップが期待される。

(2015年12月取材）


